
3.9 平成28年に発生した水害の概要と国総研の対応 （河川研究部長  天野 邦彦） 

 

 河川研究部長の天野でございます。よろしくお願

いいたします。私からは、こちらに書いてありますと

おり、本年の8月に、皆さんご記憶に新しいと思いま

すけれども、台風が 4 つほど北日本を襲ったという

事象がございました。その際に、河川研究部から色々

と現地の調査をいたしました。その後も、今日のお話

の後半でお話ししますけれども、岩手県の小本川に

つきまして、今現在復旧の計画を立てていますけれ

ども、そちらにつきましても、技術支援で、岩手県の

皆さんと一緒に色々と頭を悩まして、復旧についてのことを考えているという状況でございまして、今日

は、まず、台風 10号を中心に、北海道、それから、岩手県で、どういった水害が起こっていたかを、まず

お話しいたしまして、その後、今次の災害を見て、この後どういった課題があるのかにつきましてお話を

差し上げたいと思っております。 

 今日の発表ですが、大体この様な内容で話をして

いこうと思います。まず、おさらいになりますけれど

も、台風の襲来の状況、特にその中でも被害が甚大で

あった台風 10号につきまして、北海道、それから、

岩手県の被害の特徴というのをお話しします。それ

から、最後に、復旧に当たって、お話を進めていきた

いと思っております。 

 

 

 これはまったくの記録でございまして、7号、11号、

9 号と、ほぼ 1 週間の間に 3 つ北海道に上陸しまし

た。これも観測史上初めてのことと聞いていますが、

最後の 8 月 30 日に台風 10 号は、迷走台風で、いっ

たん日本の西南海に行きながら、また引き返してき

て、その後、岩手県に直接上陸しました。これも気象

庁の、1951年、昭和 26年の統計開始以来、初めての

ことだと聞いております。 
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 これは札幌管区気象台の資料をお借りしています

けれども、7号、11号、9号、10号のルートを書いて

おります。3台風につきましては、ほぼ北海道の道東

のこの辺りに日高山脈がありますけれども、日高山

脈をかすめて、北東海上に走っていったという台風

でございまして、10号は、こちらにありますとおり、

ここの岩手県三陸沖から三陸に上陸いたしまして、

日本海に入って温帯低気圧に変わったというもので

す。 

 こちらが 8 月 16 日から 31 日、2016 年の 8 月の後

半、半月の総降水量分布になっていますが、赤い所が

多かった所になりますけれども、これを見ますと、北

海道の主に道東を中心に、それから、東北から北関東

太平洋側を中心に、大量な降雨が発生していること

がよく分かると思います。 

 

 

 

 これは 10号による、甚大な被害で簡単にまとめて

おりますが、まず、10号の様子、それから、こちらに

書いておりますが、北海道串内の観測所では、この 3

日間、72時間の累加雨量が515mmに達したので、半

年分ぐらいの降雨がこの 3 日間であったことになり

ます。それから、岩手県、非常に大きな災害が起こり

ました岩泉という場所になります。こちらにつきま

しても、大体 72 時間程度で 250mm に達する大雨が

降りました。マスコミ等でも取り上げられましたの

で、よく覚えておられるかと思いますけれども、北海道は空知川で氾濫が起こり、岩手県の小本川、この

乙茂地区という所で老人ホームが浸水いたしまして、9 人の方が犠牲になるという非常に大きな災害が起

こっております。 

  

出典：http://www.jma-net.go.jp/sapporo/tenki/yohou/saigai/pdf/KishoH280829-0831.pdf 

 

出典：http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/bosai/report/2016/20160906/jyun_sokuji20160816-31.pdf 

  

 

出典：http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/bosai/report/2016/20160906/jyun_sokuji20160816-31.pdf
   http://www.jma-net.go.jp/sapporo/tenki/yohou/saigai/pdf/KishoH280829-0831.pdf 
   http://www.jma-net.go.jp/morioka/saigaidata/saigaisiryou16-3iwate.pdf 
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 概要です。こちらはお手元の資料にもありますの

で、見ていただければと思いますけれども、人的被害

27名、台風 1つのために 27名もの人の命を失う。も

ちろん行方不明の方もおられますが、死者・行方不明

者が 27名で、大きな被害が出ています。その他にも、

集落の孤立や、道路、橋梁、それから、この次のペー

ジにもありますけれども、河川等の土木構造物の被

災、一般的な被災・被害として、住宅や農地の被害が

数えられました。 

 今回の水害でかなり顕著なものが、こういった橋

梁に対する被害というものがかなり多く見られまし

た。特に中小河川におきまして、非常に大きな流量、

雨が降りましたので、ここも国道 274 号の千呂露橋

という所ですけれども、もともとは橋台がこの辺り

にあったで、川の幅がこの辺りまでしかなかったと。

川の流路を越えまして、この場合は右岸側、手前に流

れているわけですけれども、右岸側の護岸が飛びま

して、側岸が浸食されていると。その浸食された流れ

が橋台の後ろに回りまして、要は陸に回りまして、橋台が沈下傾斜して、このように桁が落下してしまっ

たというような状態です。こういった側岸浸食による橋梁の破損というのが多く見られたというのが 1つ

の特徴です。先ほども申し上げましたけれども、建物被害、農業被害、特に北海道では、農業被害が大き

く、色々農産物の値段とかに影響したが起こっております。 

 これが、気象庁がまとめておられます、台風 10号

による強い降雨の発生の表です。たくさんあったも

のから、一部を取ってきましたけれども、こちらが 3

時間の降雨量の多いほうからで、黄色いハッチング

を付けておりますのが、北海道ですとか、東北地方に

なっております。特に、今日お話をしたいと思ってい

ます南富良野町、それから、岩泉町というのが、こち

らに挙がってございますし、24 時間降雨量で見まし

ても、南富良野町は約 600mmで、非常に大きな雨が

ここに集中して降ったことが分かります。 

  

出典：http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/bosai/report/2016/20160906/jyun_sokuji20160816-31.pdf 
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 これが、国土交通省が全国に整備しております、C

バンドレーダーというものがございまして、ほぼ1キ

ロメッシュの降雨量を測っているというものです。

少し早くて見づらいですけれども、ここに時刻を表

しておりまして、今、8 月 30 日の 1 時から、8 月 31

日まで、すなわち8月30日分の流れを見ております。

ここに小さく見えておりますが、これが小本川でご

ざいまして、ちょうど夕方、この辺りに大きな雨が降

りました。それから、日高山脈の所を見ていただきま

すと、ずっと、雨が降り続けております。最後に台風が通り過ぎるときに大きな雨が降ったことがよく見

られると思います。 

 先ほどの動画になっていましたけれども、それを

北海道地方につきまして、72 時間の累積雨量で、カ

ラーで示したものがこの図面です。右の図面と比較

していただきますと、ちょうど日高山脈、大きな山が

あるとこです。ちょうどこの台風が通過する前に、東

の風がずっと吹いていましたので、東からの雨雲が

ちょうど 1,500m、所によっては 2,000m程度の高い山

があるわけですけれども、その山に雨雲が載ってい

たと。その上をちょうど台風のレインバンドという

のが通り過ぎたことを、色々なことで書かれております。どうもシーダ・フィーダ機構とかという話があ

るらしいんですけれども、台風の雨雲が落とした雨粒が、その下にある雨雲を通過する際に、さらに雨粒

が大きくなるで、降雨量が増えたのではないかがいわれております。 

 こちらを見ていただきますと、この線を切ってお

りますのが十勝川の流域界です。十勝川の流域に非

常に大きな雨が降ったで、1級河川の中でも、台風 10

号につきましては、十勝川の流量は非常に高くなり

ました。 

  

出典：http://www.hkd.mlit.go.jp/ky/saigai/ud49g70000007big-att/12_syusui01.pdf 
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 それから、こちらは大きな流域の石狩川ですけれ

ども、ちょうどこのへりの所に空知川がございまし

て、この流域にも相当な雨が降っておりまして、空知

川でも堤防の決壊等が起こったことが分かります。 

 今の図面を少し大きくしまして、これが日高山脈

で、この辺りが富良野の辺りですけれども、ここに先

ほどのレーダー雨量の図をオーバーレイしますと、

このような形になります。少し見づらいですけれど

も、空知川の流域の一部でございまして、ここに金山

ダムというダムがございます。これは金山ダムの流域になりますけれども、こちらにも札内川ダムという

のがありまして、札内川というのが十勝川に合流する、右の大きな支川ですけれども、ここで切った流域

の総雨量を少しまとめてございます。 

 実際、それと、色々な土木構造物の被害が起こった

ものがいくつかの場所であります。まず、空知川で 2

カ所、堤防が決壊をしてございます。こちら、札内川

の下流でも堤防の決壊があったと。それから、音更川

というのがあります。こちらでもやはり堤防の決壊

が起こっていまして、これはここに雨が降ったため

だと考えられます。さらに、ここにも、日勝峠という

のがあります。日勝峠は国道 274 号に対して非常に

大きな被害が出ております。これは大体40km程度、

39.5km、一連の区間が通行止めになっています。この中で橋梁の損傷が 10カ所あり、それから、覆土の損

傷が 3カ所、道路の本体が大きく欠損したというのは6カ所、その他 47カ所、合計 66カ所も被害を受け

たので、現在も不通になっているという状況です。それから、国道38号と、JRの根室本線がありますが、

ちょうど山に降った雨がこちらの川に出まして、橋梁が何橋か流されていますので、JRも不通になったま

まです。 

 金山ダムですけれども、これは金山ダムの流域に

降った雨の量、それから、こちらが札内川ダムの流域

に降った雨の量になっておりますけれども、72 時間

とはいいますけれども、1日半ぐらいに雨が集中して

おります。こちらの金山ダムには、設計の降水流量が

もともと 1,000 トンというところに毎秒 1,500 トンと

いう非常に大きな流入量が入ったという状況です。

札内につきましても、確か 720 トン程度入ったとい

う記録が出ております。どちらも洪水の防御といい

ますか、コントロールがきいてはいます。ちなみに金山ダムにつきましては、竣工してから約50年たって

出典：http://www.hkd.mlit.go.jp/ky/saigai/ud49g70000007big-att/170510-3_all.pdf 

  

 

出典：http://www.hkd.mlit.go.jp/ky/saigai/ud49g70000007big-att/170510-3_all.pdf 
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おりまして、流入のデータが 50 年間ほどございますので、国総研で流入量のデータを少し統計解析して

みました。大体今回起こった流入量ですと、今までの既往のデータから見ますと、150 年ないし、百何十

年に 1度起こるであろうと思われるほどの流入量が出ていたことが計算で出ております。 

 今回これを見ますと、非常に雨の降り方というのが際立っておりまして、こういった地形性の雨が降っ

ておりまして、こういう強度の強い雨の降った所、こういった真っ赤な所は、そのもので色々な被害が、

土木構造物の被害が出ておりますし、そこの流域、雨が大きく降った流域の下流において、橋梁の流失で

すとか、堤防の損壊というのが起こっているが、極めて明瞭に表れてございます。 

 こちらは北海道開発局でまとめておられる資料を、これもお借りしていますけれども、先ほど申し上げ

た空知川、石狩川の流域です。空知川が流れていまして、下流に金山ダムがありますが、これはダムの上

流で堤防が決壊をしております。これを見ますと、ちょうどこの左岸側、これが川になりますけれども、

左岸側の堤防が切れまして、これは越水で切れております。水がここを越えまして、南富良野町の堤内を

流れまして、ちょうど下流から見ているわけですけれども、ここで切れた水が堤内地を走って、今度ちょ

うど道路の取り付けの盛り土がありますけれども、この上流側で河川に戻ったで、河川に越流をしまして、

それで決壊していると。このため、この堤防は川から陸に食い入れており、浸食されてつぶれております

し、こちらの下流では逆になったという状況になっています。これで 130 ヘクタールの浸水、住宅の 107

戸浸水で、南富良野町においての被害は非常に大きなものがありました。 

 これは十勝川です。十勝川でも、ちょうどこの辺りに大雨が降りましたので、12カ所の観測所で既往最

大の水位というものを観測しております。特に茂岩観測所という所の資料が、出ておりますけれども、計

画高水位を超える水位になっており、ピークが 12.68mですから、計画の高水を1mほど超えるという水が

出てきているという状況でございました。 

 冒頭で、橋の損傷があったというお話をいたしましたけれども、今回、特に山間部の中小河川における

被災状況というのが、かなり激烈なものがあったと感じております。こちらは十勝川水系の小林川の小林

橋というとこですけれども、少し見づらいですが、もともとこれは道路が走っておりまして、これがどち

らも道路です。これは高速道路ですけれども、ここに少し橋が残っておりますが、この辺りが川の左岸側

であり、川はこの辺りまでしかなかったのです。ここは全部陸地でございましたが、この橋の橋梁に流木

がかかったというのも一因だとは思いますが、そもそも川幅をすべて満たしても余りある水が流れてきた

で、左岸側がどんどん浸食を受けて、左岸側の取り付けの盛り土が流されています。実際、この橋台の後

ろに、盛り土があった所がなくなっており、橋台も損傷を受けています。実際はこういったことになりま

したので、川がこちらに動いてしまい、流量が非常に大きな変化を起こしてしまったという状況になって

おります。 

 それから、これは先ほどの堤防決壊の前の空知川の上流ですけれども、ここに護岸ブロック、連節ブロ

ックの残骸のようなものがありますけれども、実はこのブロックは低水路の護岸のブロックでございまし

て、この川は右から左に流れていますので、ここはもともと左岸側の低水路のブロックだったのですが、

左岸側の左側を水が流れている状態になり、すなわち元は、ここは高水敷だったと。ここのブロックは、

向こう側に、この写真の奥側に面していたのですけれども、こちらの高水敷が全部飛んでしまって、要は

もたれかかっていた背中が抜けてしまいましたので、逆向きにひっくり返っているという状況です。橋梁
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につきましては、高水敷を飛んで、この辺りに堤防があります。堤防を越えることはありませんでしたの

で、高水敷は洗われてしまったのですけれども、橋梁自体は比較的大きな損傷は起こさずに残っていると

いう状況です。 

 それから、これも十勝川の支川、戸蔦別川という所ですけれども、こちらはこの辺りが元の河床だった

と。奥から流れているわけですけれども、ちょうどこの辺りまでが河床でした。こちらは、どちらかとい

うと、普段水が流れないような場所だったのですけれども、河床が大体 7m 程度下がりましたので、もと

もとここが土地の質的にいいますと、十勝岳が噴火した際に堆積した火砕流の堆積物が地中深く残ってお

りまして、その上に上流から流れてきた砂礫が堆積しているという状況だったのですけれども、その堆積

した砂礫が、この辺り一部の所においては根こそぎ取られてしまい、火砕流の堆積物が現れているという

状況になっております。それを放置しておきますと、灰の粉みたいなものですから、徐々に河床が低下し

ますので、緊急に色々な復旧の対策をしているという状況です。 

 もちろんそんなに大きな河川改修はもともとすることもないとは思いますが、降雨の強度が非常に強か

ったために、特にこういった河川改修が進んでいないような、中小河川における河道の大きな、こういっ

た変動、それに伴う土木施設、あるいは、建物や、このような農地への被害というものが、非常に際立っ

た災害です。 

これはダムによる被害の防止のデータで、先ほどの空知川の下流にある金山ダムですけれども、1,500 ト

ン超のものを、ピークで今200トンぐらいまで下げておりますので、下流の水位上昇というのに大きく寄

与しているという状況でございました。 

 北海道における被害状況をまとめますと、このよ

うなところです。台風 10号により、大雨が連続して

降った後に豪雨が発生したと。地形性のものであり、

既往最大に近いものであったと。整備水準の低い河

川、ここで言うのは中小河川ですけれども、大規模な

側岸の浸食、それから、河床低下、整備が進んだ河川

では、空知川の堤防が決壊した所がありますが、水の

量が多過ぎて堤防から越水をしてしまったことがあ

りました。それから、橋梁部では浸食、橋脚の沈下傾

斜が多発しました。ただ、ダムにつきましては、これだけの山間部における非常にピーキーな流出だった

こともありまして、下流における水位低下には効果を発揮したという状況です。 
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 ここからは岩手県の話です。これは先ほどと同じ

ものです。こちらが小本川の流域になってございま

す。これも北海道と同じようなパターンでございま

して、三陸の山地に対して雨が当たっています。小本

川につきましては、特に特徴的なのが、小本川の流域

の中流部で非常に大きな雨が集中的に、しかも短時

間に降ったというのが特徴です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 こちらがアメダスのデータを統計解析しまして、

アメダス地点での降雨の超過確率を求めたもので

す。3時間と6時間の累積のデータを分析しました。

ちょうど小本川の岩泉地点は、3時間の累積データで

いきますと、50 年以上に 1 度しか降らないような大

雨であったと分かります。6時間になると、30年から

50 年程度です。周辺を見渡しますと、下流の小本で

は 2 年以下と、あまり雨が降っていなかったことが

わかります。非常に小さなエリアに極めて短時間に

強い雨が降ったことが特徴です。 

 12 時間と 24 時間累積にしますと、岩泉でも 15 年

か 20年に 1回程度となりますので、降雨の継続時間

という観点から見ると、それほど長いものではなか

ったというのが特徴です。 
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 これが小本川の、先ほど動画でお見せしたものの

クロースアップですが、こう流域がございまして、こ

のような河道網になっています。いくつか少し特徴

的な流域を切ってございます。まず、これが流域全体

に対する降雨がどういう形だったかを、1時間ごとの

降雨量というのを時系列で求めたものです。大体

30mm程度の雨が 4時間程度降ったというのが、流域

全体の平均で見るとそのようなことになっておりま

す。ただ、このちょうど中流部、こちら清水川という

左側の支川、それから、鼠入川という右側の支川、それから、猿沢川という右側の支川がありますが、こ

の棒を見ていただくと、例えば鼠入川ですと、一番高い所では 1 時間に 50mm 程度の雨まで降っている

と。当然この黄色い色や、赤い色が流域に降っておりますので、このちょうど中流部の割と大きな流域に

雨が集中的に降ったと。後ほどお話ししますが、被害があったグループホームは、猿沢川との合流点の直

下流にありまして、そういったことから、被災を受けた場所は極めて短時間で水位が上がったが、色々ニ

ュースでもいわれておりましたけれども、このような降雨の特性と流域の特性というものが重なり合った

ものかと考えてございます。 

 これは 9 月の 2 日から 3 日にかけまして、国総研

で現地の調査に参りまして、色々調査をしてきたと

いう内容の、どこを調査したかを書いた図面です。こ

ちらはちょうど河口でございまして、ずっと上流に

行きまして、先ほどの乙茂地区はこちらです。猿沢川

はここに入ってございます。猿沢川が合流した直下

流のこの辺りに施設がありました。 

 

 

 これはさらに上流になりますけれども、ここが役

場の辺りでして、上流も、渓流の所もかなりの影響を

受けているというところです。 
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 写真をお見せしますと、これは先ほどの乙茂地区

になります。乙茂地区上流には橋梁がありましたけ

れども、ここも川が右側を流れていまして、橋の取り

付け部の路面が、川の盛り土を越えて流されてしま

ったという状況です。ここも、北海道の中小河川で見

られた浸食による橋梁の被害と類似したものがたく

さんの箇所で起こっていることが分かります。それ

から、小本川の少し下流に行きますと、いくつかの場

所で似たような感じの被災が見られます。ここは蛇

行しており、堤防があります。堤防がありますが、上流の部分が越水をいたしまして、水が流入し、この

田んぼに浸水をしてしまいました。それから、家についても、一部は水が漬かったという状況です。 

 こちらは中里地区で、さらに下流になります。実際

ここも越水はしていますけれども、ここは堤防が決

壊するというところまではいっていなくて、ここは

霞堤が残っております。これは堤防の上が道路で、ア

スファルトの舗装をしていたというのがあるので、

少しこういった決壊に対する耐力というのがあった

のかもしれないですとか、あるいは、霞堤だったの

で、堤防から越水をする前に、この辺りがかなり浸水

をしていたことがありますので、ウオータークッシ

ョンみたいなものが効いて、もしかすると堤防がなんとか耐えたのかということがあるかもしれないと議

論しております。 

 赤鹿地点という所に水位計があります。この水位計と降雨の時系列を並べたものですけれども、ちょう

ど堤防を越えたのが 19時とから 20時ぐらいです。最高水位 6.61まで上がったというとこですが、大体 4

時ぐらいから非常に大きな雨が降っていて、ここの町長が、見回りをされたと伺っています。大体 16時か

ら 17時ごろ、特に異常はなく、確かに水位は、まだ氾濫注意には達していない状況ではありましたけれど

も、この 4時間に非常に強い降雨があり、それから、降雨が降った場所が、ちょうど被災を受けた場所の

近傍の支川であって、山間部ですので、非常に勾配のきつい川であったので、流出が非常に速いと。要は

雨が降って、それが一気に下流に流れてきたという状況でしたので、それが避難の困難さというのを招い

たのではないかと考えております。こちらをまとめたものが、今申し上げたようなところです。 
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 復旧に当たって、どのように考えていくかについ

てまとめたものをお見せして、終わりにしたいと思

います。北海道、岩手を中心に、非常に大きな被害を

発生させた台風 10号ですけれども、これは繰り返し

になりますけれども、整備水準が低い所では浸食が

非常に顕著であったと。流量が大幅に変更された所

もあったと。橋梁の影響がありましたと。今後のこと

を考えますと、特に中小河川におきまして、どうやっ

て復旧するのかというのが、非常に課題としては大

きいと思っています。これは、まず流下能力を向上させたとしても、川幅を広げてしまうと、今度は、山

間地ですから土砂の流出も多いで、土砂が堆積してしまうだろうと。そうすると、また広げた川が元に戻

ってしまうこともありますので、長年にわたる維持管理を考えることが必要だろうと。それから、橋梁の

部分等も特にそうですけれども、結局橋梁が被害を受けたというのは、河積が十分なくて、川から水があ

ふれた、あるいは、橋台・橋梁が洗掘を受けたという状況にありますので、こういった所は特に注意して

河道の設計を進めなければいけないだろうと考えております。それから、もう 1つ、これが重要なポイン

トですけれども、これから超過洪水というものがないとは限りませんので、大規模な洪水時の、要は計画

を超える洪水が来たときにも、被害を軽減するという減災対策が必要だと考えております。 

 最後になりますが、冒頭に所長の藤田からお話がありましたけれども、平成 10 年 8 月の豪雨、これは

福島・栃木県で豪雨があったわけですけれども、ここでその調査報告、土研資料の 3793号というのがござ

いまして、こちらでまとまっております。そこでまとめられた被災形態、土木施設の構造物の5つの大き

な被災の形態というのが、ここにまとまっております。これを今回の災害に当てはめますと、かなりこの

5 つで説明できることも分かってきております。我々としましては、こういった過去からの知見の蓄積と

いうものをまとめていっておりますので、それを今回の復旧に活用して、それと共に、岩手県の実動部隊

と一緒に汗をかいて、それを最終的な技術の体系としてまとめていきたいと考えている状況です。少し速

足での話になりましたけれども、私からのご説明は以上です。どうもご清聴ありがとうございました。 
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